
 

　

仙
台
と
山
形
の
交
流
の
歴
史
は
古
く
、
延
喜
時
代

（
九
二
七
年
）
に
編
ま
れ
た
古
代
法
典
「
延
喜
式
」
に

は
、
す
で
に
笹
谷
街
道
の
一
部
に
あ
た
る
、
小
野

（
現
川
崎
町
）
か
ら
最
上
（
現
山
形
市
）
へ
の
道
筋
が

記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
笹
谷
街
道
は
多

く
の
商
人
た
ち
が
盛
ん
に
往
来
し
、
山
形
か
ら
は
塩

や
北
海
道
産
の
塩
魚
、
酒
田
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
上

方
の
雑
貨
や
生
糸
が
仙
台
へ
と
運
ば
れ
、
仙
台
か
ら

は
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
を
主
と
し
た
海
産
物
や
竹
製
品

な
ど
が
山
形
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
。
笹
谷
街
道
を
往

復
す
る
人
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
商
人
だ
け
で

な
く
、
出
羽
三
山
へ
の
参
拝
者
も
多
く
、
幕
末
に
は

季
節
に
よ
っ
て
一
日
に
二
百
人
か
ら
三
百
人
が
往
復

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

明
治
時
代
に
入
り
、
関
山
峠
や
二
口
峠
街
道
な
ど

の
改
修
整
備
が
す
す
め
ら
れ
、
鉄
道
で
は
昭
和
十
二

年
に
仙
山
線
が
全
通
し
た
。そ
の
後
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
発
達
と
と
も
に
、
高
速
交
通
網
の
整
備
が

一
気
に
進
み
、
昭
和
五
十
六
年
笹
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
、
平
成
三
年
高
速
道
路
関
沢
Ｉ
Ｃ
か
ら
山
形
北
Ｉ

Ｃ
の
開
通
に
よ
っ
て
仙
台
市
と
山
形
市
が
高
速
道
路

で
結
ば
れ
、
さ
ら
に
平
成
十
三
年
酒
田
み
な
と
Ｉ
Ｃ

が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
宮
城
県
側
の
太
平
洋
か

ら
県
境
を
越
え
、
山
形
県
側
の
日
本
海
ま
で
が
高
速

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
。

仙
山
圏
交
流
の
現
状

　

交
通
網
の
発
達
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
経
て
、
仙
台

と
山
形
間
は
現
在
、
高
速
道
路
、
国
道
、
鉄
道
の
三

つ
の
ル
ー
ト
で
結
ば
れ
、
仙
山
圏
を
行
き
交
う
人
の

交
通
手
段
に
は
自
家
用
車
、
高
速
バ
ス
、
電
車
な
ど

複
数
の
選
択
肢
が
あ
る
。
国
土
交
通
省
の
旅
客
貨
物

地
域
流
動
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
十
二
年
に
宮
城
県

か
ら
山
形
県
へ
約
六
百
七
十
万
人
、
山
形
県
か
ら
宮

城
県
へ
約
六
百
六
十
万
人
の
合
計
約
千
三
百
三
十
万

人
が
行
き
来
し
た
。
ま
た
通
勤
通
学
で
仙
台
と
山
形

を
行
き
来
す
る
人
は
、
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
に
よ

る
と
仙
台
市
か
ら
山
形
市
へ
千
五
十
四
人
、
山
形
市

か
ら
仙
台
市
へ
千
四
百
十
八
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
山
形
市
に
常
住
す
る
通
勤
通
学
者
全
体
の
お
よ

そ
一
％
が
仙
台
市
で
通
勤
通
学
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
（
図
１
）。

　

仙
山
圏
の
移
動
の
目
的
は
通
勤
や
通
学
だ
け
で
な

く
、
レ
ジ
ャ
ー
や
観
光
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て

お
り
、
平
成
十
四
年
に
山
形
県
村
山
総
合
支
庁
が
仙

台
市
民
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
過
去
一
年
間
に
仙
台
市
民
の
約
八
〇
％
が
山
形

を
訪
れ
、
そ
の
目
的
は
「
温
泉
」
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
食
べ
物
・
飲
み
物
・
料
理
」、「
通
勤
・
通
学
・

仕
事
」
で
あ
っ
た
。

　

仙
台
と
山
形
は
、
高
速
道
路
を
利
用
す
る
と
車
で
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山
形
市
と
仙
台
市
は
、
県
庁
所
在
地
が
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
全
国
的
に
も
ま
れ
な
地
域
で
あ
り
、
交
通
の

発
達
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
、
仙
山
圏
は
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
な
ど
の
日
常
的
な
行
動
の
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
る
。
仙
山
圏
交
流
研
究
会
（
以
下
、
研
究
会
）
は
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
、
仙
台
都
市
総
合
研

究
機
構
・
河
北
新
報
社
・
荘
銀
総
合
研
究
所
の
三
社
が
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
行
政
や
民
間
の
枠
を
超
え

て
、
仙
山
圏
の
交
流
の
現
状
、
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
や
交
流
・
連
携
促
進
へ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。
研
究
会
の
活
動
を
終
え
る
に
あ
た
り
、こ
れ
か
ら
仙
山
圏
が
目
指
す
姿
と
課
題
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
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約
一
時
間
程
度
の
近
距
離
で
あ
る
が
、
奥
羽
山
脈
を

越
え
る
と
、
双
方
の
天
候
や
風
景
、
風
土
、
食
べ
物

な
ど
が
大
き
く
異
な
る
。
週
末
に
な
る
と
、
山
形
市

や
近
郊
の
そ
ば
屋
の
駐
車
場
が
宮
城
ナ
ン
バ
ー
の
車

で
あ
ふ
れ
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
さ
く
ら
ん
ぼ
、
ぶ

ど
う
と
い
っ
た
果
物
狩
り
を
楽
し
む
人
の
車
で
、
国

道
四
八
号
線
が
車
で
数
珠
つ
な
ぎ
に
な
る
。
仙
台
の

人
は
、
山
形
の
手
軽
に
入
浴
で
き
る
温
泉
施
設
、
そ

ば
や
旬
の
果
物
の
お
い
し
さ
、
ま
た
は
仙
台
と
は
違

う
独
特
な
自
然
や
景
観
な
ど
の
「
山
形
ら
し
さ
」
を

求
め
て
訪
れ
た
人
が
多
か
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
山
形
か
ら
仙
台
へ
の
移
動
を

み
る
と
、過
去
一
年
間
に
山
形
県
民
全
体
で
は
四
八
・

六
％
、山
形
市
民
に
限
定
す
る
と
六
八
・
九
％
が
訪
れ

た
。
仙
台
を
訪
れ
た
目
的
は
、「
買
い
物
」
が
最
も
多

く
、
次
に
「
人
に
会
う
た
め
」、「
通
勤
通
学
」
で
あ
っ

た
（
山
形
県
新
世
紀
や
ま
が
た
課
題
調
査
）。

　

山
形
県
買
物
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
十
二
年

に
山
形
県
民
の
う
ち
、
過
去
一
年
間
に
県
外
で
買
い

物
を
し
た
人
は
全
体
の
五
〇
・
八
％
で
、そ
の
う
ち
七

一
・
五
％
が
仙
台
市
の
商
店
街
へ
買
い
物
に
出
か
け

て
い
る
（
図
２
）。

　

山
形
か
ら
仙
台
へ
買
い
物
に
行
く
人
は
、
山
形
市

や
山
形
市
周
辺
の
市
町
村
か
ら
だ
け
で
な
く
、
庄
内

地
方
と
い
っ
た
広
範
囲
か
ら
も
仙
台
に
出
か
け
て
お

り
、
庄
内
地
域
か
ら
仙
台
へ
買
い
物
に
行
く
若
い
女

性
を
「
シ
ョ
ー
ナ
イ
ガ
ー
ル
ズ
」
と
呼
ぶ
言
葉
ま
で

生
ま
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
に
仙
台
市
中
心
商

店
街
の
商
業
者
と
仙
台
市
が
実
施
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
対
象
と
な
る

顧
客
を
仙
台
在
住
者
だ
け
で
な
く
、
山
形
在
住
者
に

も
広
げ
て
分
析
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
仙
台
市

中
心
商
店
街
に
お
け
る
、
山
形
か
ら
の
買
い
物
客
の

ウ
エ
ー
ト
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

仙
山
圏
は
通
勤
通
学
や
買
い
物
と
い
っ
た
日
常
生

活
の
圏
域
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活

の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
仙
台
の
人
は
、
山
形
の
自
然
や
環
境
、
温
泉

や
食
べ
物
な
ど
を
求
め
て
山
形
を
訪
れ
、
そ
れ
に
対

し
て
山
形
の
人
は
、
仙
台
の
都
会
的
な
雰
囲
気
や
賑

わ
い
、
情
報
な
ど
を
求
め
て
仙
台
を
訪
れ
て
い
る
。

仙
山
圏
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
、
自
分
の
生
活
に

必
要
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
も

の
を
求
め
て
、
山
形
と
仙
台
と
の
間
を
行
き
来
す
る

こ
と
は
き
わ
め
て
日
常
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。交

流
が
質
を
高
め
る

　

仙
山
圏
で
は
人
の
移
動
だ
け
で
な
く
、物
の
流
通
、

情
報
な
ど
に
お
い
て
も
盛
ん
に
交
流
さ
れ
て
い
る

が
、
仙
山
圏
で
新
し
く
交
流
を
作
り
出
す
こ
と
に

23

図１　山形市常住者のうち仙台市への就業通学者

資料：国勢調査

図２　山形県民の県外商店街利用者のうち仙台市に行った人の割合（全体・性別・年代別）

資料：山形県の買物動向
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よ
っ
て
、
新
し
い
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
学
都
仙
台
単
位
互
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以

下
、
単
位
互
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
は
、
加
盟
大
学
の

学
生
が
他
大
学
の
科
目
も
履
修
、
単
位
取
得
で
き
る

制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
欲
あ
る
学
生
に
対
し
、
多

様
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

宮
城
県
内
の
大
学
で
構
成
さ
れ
る「
仙
台
学
長
会
議
」

で
提
案
さ
れ
た
。
当
初
、
仙
台
学
長
会
議
で
は
仙
台

圏
の
み
の
大
学
を
対
象
と
し
て
、
単
位
互
換
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
山
形
の
東

北
芸
術
工
科
大
学
（
以
下
、
芸
工
大
）
が
参
加
申
請

を
し
、
平
成
十
三
年
度
に
芸
工
大
を
含
め
た
加
盟
大

学
十
七
校
で
開
始
さ
れ
た
。
芸
工
大
で
は
、
志
願
者

全
体
に
占
め
る
宮
城
県
出
身
者
の
割
合
が
約
二
〇
％

と
高
い
こ
と
や
、
仙
台
か
ら
通
学
し
て
い
る
在
学
生

も
六
十
人
以
上
い
る
こ
と
か
ら
、
仙
台
か
ら
の
通
学

は
可
能
で
あ
る
と
み
て
、
県
境
を
越
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
。

　

芸
工
大
の
よ
う
に
芸
術
を
専
門
に
し
た
単
科
大
学

が
単
位
互
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

芸
工
大
の
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
東
北
地
域
唯
一
の
芸
術
デ
ザ
イ
ン
専
門

大
学
と
し
て
、
山
形
の
み
な
ら
ず
、
仙
台
の
文
化
に

も
貢
献
し
、
ま
た
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
こ
の
単
位
互
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
に

仙
山
圏
の
個
性
あ
る
大
学
が
交
流
連
携
を
深
め
て
い

く
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
や
学
生
間
の
交
流
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
広
が
り
が
生
み
だ
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
外
部
か
ら
の
「
眼
」
に
よ
っ
て
互
い
に
刺
激
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
さ
ら
に
磨
き
、
質
を
高
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
の
全
国
総
合
開
発
計
画
「
二
十
一
世

紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」（
平
成
十
年
）
で

は
、「
参
加
と
連
携
」
が
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
理
念

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
っ

て
、
地
域
づ
く
り
は
個
別
市
町
村
が
自
己
完
結
的
に

進
め
る
の
で
は
な
く
、お
互
い
に
交
流
・
連
携
し
あ
っ

て
進
め
て
い
く
と
い
う
必
要
か
ら
、
日
本
の
各
地
域

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
交
流
や
連
携
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

問
題
意
識
を
共
有

　

研
究
会
は
平
成
十
四
年
十
一
月
に
、
県
境
を
越
え

た
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
山
口
県
下
関
市
と
福

岡
県
北
九
州
市
を
視
察
し
た
。
関
門
海
峡
を
挟
ん
で

向
か
い
合
っ
て
い
る
両
市
は
、
共
通
の
資
源
で
あ
る

関
門
海
峡
の
景
観
保
全
と
整
備
を
目
的
と
し
た
全
国

で
も
珍
し
い
同
一
名
称
・
同
一
内
容
の
「
関
門
景
観

条
例
」を
平
成
十
三
年
に
制
定
し
た
。
ま
た
両
市
は
、

関
門
エ
リ
ア
の
観
光
振
興
に
お
い
て
も
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
共
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
や
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
両
市
の
首
長
の
あ
い
だ
で
、「
関
門
エ
リ
ア
で

は
、
互
い
に
同
じ
よ
う
な
施
設
は
つ
く
ら
な
い
」
と

い
う
共
通
認
識
を
持
ち
、
北
九
州
市
側
に
は
海
の
博

物
館
、
下
関
市
側
に
は
水
族
館
と
互
い
に
役
割
分
担

し
て
い
る
。

　

両
市
を
訪
問
し
た
際
に
、
こ
の
連
携
に
取
り
組
ん

で
き
た
両
市
の
担
当
者
が
と
も
に
、「
同
じ
問
題
意
識

を
持
ち
、取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
課
題
が
あ
れ
ば
、

同
じ
県
で
な
く
て
も
協
力
し
あ
う
こ
と
は
、
ご
く
自

然
な
こ
と
」と
述
べ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

生
活
圏
と
し
て
の
仙
山
圏

　

研
究
会
は
、
人
口
、
交
通
、
観
光
、
商
業
、
教
育
、

文
化
・
歴
史
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
仙
山
圏
交
流
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
分
析
、
仙
山
圏
の
交
流
に
携
わ
っ

て
い
る
方
々
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
、
交
流
連
携
先
進

地
へ
の
視
察
、
ま
た
市
民
参
加
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
仙
山
圏
交
流
の
現
状
と
、

交
流
促
進
の
た
め
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
、
仙
山
圏
が
こ
れ
か
ら
目
指
し
て
い
く
べ
き
、
新

し
い
交
流
連
携
の
あ
り
方
を
探
っ
て
き
た
。

　

仙
山
圏
は
、
県
庁
所
在
地
間
の
移
動
時
間
が
約
一

時
間
と
近
距
離
で
あ
る
こ
と
、
バ
ス
、
電
車
、
車
な

ど
複
数
の
交
通
機
関
を
使
っ
て
移
動
で
き
る
こ
と
、

ま
た
仙
台
と
山
形
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
個
性
的
な
資

源
や
文
化
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
、
交
流
が
促
進
さ

れ
る
た
め
の
好
条
件
が
揃
っ
て
お
り
、
こ
の
恵
ま
れ

た
環
境
を
生
か
す
た
め
に
、
今
後
仙
山
圏
で
は
具
体
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的
な
交
流
促
進
に
む
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

　

そ
の
う
え
で
仙
山
圏
が
目
指
す
新
し
い
交
流
の
姿

は
、
こ
れ
ま
で
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て

き
た
県
や
市
と
い
っ
た
行
政
単
位
で
の
、
地
域
と
地

域
の
交
流
で
は
な
く
、
山
形
と
仙
台
は
一
つ
の
生
活

エ
リ
ア
＝
「
仙
山
生
活
圏
」
と
し
て
、
仙
山
圏
に
暮

ら
す
人
々
が
よ
り
豊
か
で
広
が
り
の
あ
る
生
活
を
実

現
す
る
た
め
に
、
生
活
者
が
主
体
と
な
っ
た
交
流
で

あ
る
。

峠
を
越
え
る

　

一
つ
の
仙
山
生
活
圏
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
は
ま
ず
、
道
路

や
鉄
道
と
い
っ
た
移
動
手
段
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
整
備
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
今
後
は
、
天
気

予
報
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
身
近
な
情
報
や
、
自
分
の
欲

し
い
情
報
が
い
つ
で
も
得
ら
れ
る
情
報
提
供
の
整
備

も
必
須
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
仙
台
と
山
形
の
お
互
い

の
地
へ
足
を
運
び
、
関
心
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
交
流
の
仕
掛
け
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

　

し
か
し
、
仙
山
生
活
圏
の
実
現
の
た
め
に
最
も
必

要
な
こ
と
は
、
仙
山
圏
を
一
つ
の
生
活
圏
と
し
て
一

緒
に
な
っ
て
課
題
や
問
題
意
識
に
取
り
組
む
事
が
出

来
る
、
話
し
合
え
る
、
ま
た
向
き
合
え
る
「
関
係
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
仙
台
と
山
形
は

と
か
く
、「
取
る
」
側
の
仙
台
と
、「
取
ら
れ
る
」
側

の
山
形
と
い
う
構
図
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
が
、
行
政
の
枠

を
意
識
せ
ず
仙
山
圏
を
行
き
来
し
て
い
る
な
か
で
、

仙
台
と
山
形
は
「
取
り
取
ら
れ
る
」
関
係
で
互
い
に

背
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
お
互
い
に

「
向
き
合
い
、
知
り
合
い
、
互
い
に
足
り
な
い
部
分
を

補
い
合
う
」
関
係
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
関
係
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
を

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う
こ
と
が
で
き

る
。
仙
山
圏
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ま
さ
に
そ
の

よ
う
な
、
他
の
地
域
が
う
ら
や
ま
し
が
る
「
隣
人
関

係
」
で
あ
り
、
仙
山
圏
は
こ
の
よ
う
な
圏
域
に
な
っ

た
と
き
に
、
は
じ
め
て
仙
台
山
形
を
遮
る
す
べ
て
の

「
峠
」
を
越
え
た
こ
と
に
な
る
。

真
の
仙
山
生
活
圏
へ
む
け
て

　

平
成
十
四
年
二
月
に
、
研
究
会
の
中
間
報
告
と
し

て
「
第
一
回
仙
山
圏
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
生
活
圏
を
目
指
し
て
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
山
形
・

仙
台
市
長
が
壇
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
交
換
し
あ
っ

た
。
両
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
山
形
の
癒
し
の
風

土
・
文
化
、
仙
台
の
刺
激
の
風
土
・
文
化
が
お
互
い

に
補
完
し
合
い
、
ま
た
個
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
協

力
し
合
っ
て
、
地
域
的
な
一
体
感
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
、
ま
た
「
日
常
生
活
や
教
育
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
つ
な
が
り
の
あ
る
山
形
・
仙
台
両
市
の

交
流
・
連
携
を
市
民
レ
ベ
ル
で
深
め
る
こ
と
は
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
、
両
市
長
の
仙

山
圏
交
流
に
寄
せ
る
高
い
期
待
を
う
か
が
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　

研
究
会
で
は
二
年
間
の
活
動
を
締
め
く
く
る
に
あ

た
り
、
こ
と
し
五
月
に
仙
台
市
で
「
仙
山
圏
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
生
活
圏
〜
明
日
へ
の

飛
躍
〜
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
仙

山
圏
が
「
よ
り
多
様
で
豊
か
な
生
活
圏
を
実
現
で
き

る
地
域
」
と
す
る
た
め
の
道
し
る
べ
や
ア
イ
デ
ア
な

ど
が
提
案
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
仙
山
生
活
圏
」
創
造

へ
の
挑
戦
は
、
仙
山
圏
に
暮
ら
す
人
々
の
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
実
績
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
質
の
高
い
、

よ
り
確
か
な
も
の
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
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